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宇治翔FCスポーツ少年団創立五周年に寄せて　　　

2002年（平成14年）学校週５日制の導入の翌年４月、子どもたちの土曜日の過ごし方を考える取り組みとして「土曜子どもの居場所つくり」を宇治小学校でも始めようと

当時の育友会長平田様（現宇治翔代表）から立ち上げのメンバーに加わって欲しいというお話をいただきました。

その取り組みのひとつとして『朝日新聞・パープルサンガによる親子サッカー教室』の提案をさせていただき、１～３年生の親子限定で３回開催することができました。

その折サンガの育成部の方から“こんな立派なグランドがあるのにサッカーチームを作られたらどうですか“というお言葉をいただきましたが平田代表は“そんな大変なことはできない”と仰ってました。

その年の１２月１９日宇治小事件があり、テレビのニュースで事件を知ったサンガの方から“あの時行った学校だ、宇治小学校の皆さんに何とか元気を出していただきたい”と慰問の申し入れをいただき、チームを挙げて当時日本代表の黒部選手も含め総勢５０名が来てくださり、事件のあった学年の子どもたちとはグランドでサッカーを、それ以外の学年にはそれぞれの教室に一人ずつ選手が入りいろいろな経験談などお話くださいました。そのことがきっかけとなり少年団立ち上げの話が具体化しました。

今の子どもたちは外で遊ぶにもいろいろな危険があったり、ボール遊び禁止の公園などの制約も多く、“ゲームで遊んでばかりいないで外で遊びなさい”と言いながらもなかなか現実は我々が子どもの頃のような環境ではない、それならせめて子どもたちに思いっ切りボールを蹴れる場を作ろうじゃないか・・・

　それが宇治翔の原点です。それから約半年で準備を進め９月２３日に５４名の団員でスタートしました。その準備の半年の間には事務作業は進むものの指導を受けてくださる方がなかなかみつからないなど何度も暗礁に乗り上げたこともありましたが

平田代表の熱意と支えてくださった皆さまのおかげで無事少年団としての登録をさせていただくこともできました。

２００９年９月２３日現在団員８６名、卒団生５６名で五周年を迎えることができました。

ここまで支えていただきました多くの皆さまに心から感謝いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇治翔FCスポーツ少年団　事務局

